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会計予算報告

　

平
成
二
十
八
年
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
五
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
施
政
方
針
並
び
に
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
平
成
二

十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
と
特
別
会
計
補
正
予
算
八
件
及
び
工
事
請
負
変
更
契
約
等
二

件
・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
三
件
を
可
決
し
、
平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特

別
会
計
予
算
九
件
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
条
例
十
五
件
は
各
常
任
委
員
会
へ
付

託
し
ま
し
た
。

　

十
四
日
に
三
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
七
日
の
最
終
本
会
議
に
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
一
般
会

計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
十
五
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

58億1,092万円58億1,092万円
前年比1億4,723万円（2.5％）減の前年比1億4,723万円（2.5％）減の
平成28年度 一般会計当初予算平成28年度 一般会計当初予算

（単位：千円）

5,810,928

4,376,297

1,355,957
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1,337,899

10,034
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367,321

45,630
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97,900

10,187,225

57.0
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0.2

13.1

0.1

9.3

3.6

0.4

1.8

1.0

100

5,958,160

4,474,503

1,295,992

25,554

1,520,938

2,930

919,915

359,061

54,555

198,004

97,554

10,432,663

-147,232

-98,206

59,965

-565

-183,039

7,104

28,618

8,260

-8,925

-9,970

346

-245,438

57.1

42.9

12.4

0.2

14.6

0.0

8.8

3.4

0.5

1.9

0.9

100

-2.5

-2.2

4.6

-2.2

-12.0

242.5

3.1

2.3

-16.4

-5.0

0.4

-2.4

■ 平成28年度  各会計予算総括表

当初予算額 A 構成比 ％
本 年 度 前 年 度

当初予算額 B 構成比 ％
前年度比較
（A－B）C

増減比 ％
（C／B）会　　 　　計 

国民健康保険特別会計（事業勘定）

直 営 診 療 施 設 勘 定

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

屠 畜 場 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

老人福祉施設事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合 　 　 　 計

一  般  会  計

特  別  会  計

平成２８年度 一般会計当初予算
歳 入

歳 出《目的別》

（単位：千円）

繰入金 249,240 千円（43％）

その他 10,201千円（0.2％）

分担金及び負担金 
　　　　37,609千円（0.6％）

使用料及び手数料
　　　　68,479千円（1.2％）

財産収入 79,936千円（1.4％）

諸収入 102,122 千円（1.8％）

町税 485,792 千円（8.4％）

人件費
　1,142,122千円（19.7％）

公債費
　647,568千円（11.1％）

扶助費 534,414千円（9.2％）

補助費等 766,746千円（13.2％）

繰出金 786,431千円（13.5％）

物件費 1,219,668千円（21.0％）
普通建設事業
　683,919千円（11.8％）

歳 入
5,810,928
千円

その他 28,516千円（0.5％）

歳 出
5,810,928
千円

自主財源
1,033,379千円（17.8% ）

依存財源
4,777,549千円（82.2% ）

義務的経費
2,324,104千円（40.0％）

投資的経費
683,919千円（11.8％） 

その他の経費
2,802,905千円（48.2％）

その他 18,031千円（0.2％）

地方譲与税
　　37,759千円（0.6％）

地方消費税交付金
　　110,000千円（1.9％）

町債 436,900千円（7.5％）

県支出金 544,339千円（9.4％）
国庫支出金
　　790,520千円（13.6％）

地方交付税 2,840,000 千円（48.9％）
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（単位：千円）

485,792

37,759

646

648
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110,000

2,903

11,789

625

2,840,000

698

37,609

68,479

790,520

544,339

79,936

5,201

249,240

5,000

102,122

436,900

5,810,928

473,004

41,404

742

826

52

60,642

5,053

12,898

571

2,750,000

767

38,516

69,102

683,731

569,325

78,440

202

289,316

5,000

171,669

706,900

5,958,160

12,788

-3,645

-96

-178

670

49,358

-2,150

-1,109

54

90,000

-69

-907

-623

106,789

-24,986

1,496

4,999

-40,076

0

-69,547

-270,000

-147,232

■ 平成28年度　喜界町一般会計予算
歳　入

本年度予算額 前年度予算額 比　較 説　明款

町　税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

国有提供施設等所在市町村助成交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄付金

繰入金

繰越金

諸収入

町　債

　　一般会計歳入合計

個人町民税と軽自動車税の増が要因　町民税190,678　固定資産税192,216　軽自動車税34,837　たばこ税68,061

国税である揮発油税・自動車重量税・航空機燃料税の全部または一部が道路経費・空港周辺整備費として地方に譲与される

県に納められた利子割収入額の一定割合が交付される

株式配当・譲与の所得にかかる税を県が一括徴収し、徴税費相当額５％を控除した後の一定割合を市町村
に交付する

国が市町村の安定的財政基盤を確立するために地方消費税の一部を交付する

県が自動車取得税の６６．５％を道路関係費用に充てる財源として市町村道の延長と面積で按分し交付する

自衛隊が使用する通信施設が基地交付金の対象となる

減税に伴う地方税の減収額を一部補てんするために交付される

地方自治体間の財源不均衡を調整し住民が標準的サービスを受けられるように国が配分する　歳入の48．9％を占める

道路ミラーなどの設置

担い手育成畑地帯総合整備分担金8,409　保育徴収金16,840　障害児給付金10,594　など

火葬場使用料2,435　公営住宅使用料現年分42,927　戸籍手数料3,300　廃棄物処理手数料10,332

年金生活者等支援臨時交付金66,000　児童手当74,040　障害者自立支援112,362　港湾整備297,000　住宅整備49,815

児童手当16,480　障害者自立支援56,181　国保基盤安定30,916　農林水産物輸送コスト支援19,006

光ブロードバンド使用料49,004 教員住宅使用料5,992　加工販売施設附帯設備使用料2,000　指定袋販売収入9,342　など

ふるさと寄付金5,000  

財政調整基金233,323　肉用牛特別導入基金13,637　ふるさと寄付基金2,280

前年度繰越金

給食費　幼稚園3,071　小学校13,318　中学校7,860　家畜診療収入6,000　ケアプラン作成料3,654　など

畑地帯総合整備21,900　港湾整備33,000　道路整備１5,000　公営住宅53,200　など

国県支出金及び一般財源の確保に努力しているが財源不足を生じたため前年に引き続き基金繰入をした

（単位：千円）歳　出
本年度予算額 前年度予算額 比　較 説　明款

91,195

852,049

1,314,302

489,178

739,358

36,154

768,779

214,147

653,198

647,568

5,000

5,810,928

103,137

989,316

1,225,897

464,556

777,329

30,827

754,470

214,701

720,185

672,742

5,000

5,958,160

-11,942

-137,267

88,405

24,622

-37,971

5,327

14,309

-554

-66,987

-25,174

0

-147,232

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費　　　

　　一般会計歳出合計

構成比　1．6％　

構成比14．7％　総務管理費716,356　徴税費53,954　戸籍住民基本台帳費45,558　選挙費32,558　など

構成比22．6％　社会福祉費587,266　保健福祉費437,979　児童福祉費289,057 など　

構成比　8．4％　環境衛生費53,266　清掃費147,898　水環境費288,014　など　

構成比12．7％　農業費708,715　林業費19,490　水産業費11,153　など　

構成比　0．6％　

構成比13．2％　土木管理費200,869　道路橋梁費49,905　港湾費378,645　住宅費139,360　など

構成比　3．7％　消防自動車購入費21,000 　消火栓設置工事13,000など

構成比11．2％　総務費120,058　小学校53,606　中学校39,484　幼稚園84,815　社会教育257,427　保健体育97,808

構成比11．1％　

構成比0．1％　

特別会計への繰出金　国保145,530　介護157,749　後期43,800　
屠畜場9,609　診療所17,179　簡水228,719　農排36,889　下水道146,956

■ 平成28年度　喜界町特別会計歳入歳出予算
（単位：千円）

本年度予算額 前年度予算額 比　較 説　明特別会計名

1,355,957

24,989

948,533

97,900

367,321

10,034

1,337,899

45,630

188,034

4,376,297

1,295,992

25,554

919,915

97,554

359,061

2,930

1,520,938

54,555

198,004

4,474,503

59,965

-565

28,618

346

8,260

7,104

-183,039

-8,925

-9,970

-98,206

国民健康保険

直営診療所

介護保険

後期高齢者医療

老人福祉施設事業

屠畜場事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

　　　特別会計合計

被保険者数2,648人　1,659世帯　国保税総額166，848　共同事業拠出金が増額

月２回８日間の診療　

第１号被保険者数2,715人　

広域連合納付金が8.404千円増　　前期937人　後期1,539人　高齢化率35％

増額の主な要因は人件費の増によるもの

老朽化が著しい屠畜場の補強工事を行い、安心・安全の確保を図る。

西部地区工事費960,000

水洗化率　城久地区　48.8％　荒木地区　52.1％　志戸桶・佐手久地区　31.2％

水洗化率　湾44.4％  赤連55.1％  中里38.5％  池治　62.0％

特会は受益者負担と会計内独立採算が原則ではあるが町民の過度な負担を軽減するために一般会計から相当額を繰入ている
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長

青
山 

春
男 

議
員

　
　
　

総
務
費
で
の
、
町
が
所
有
す
る
土
地

の
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　

将
来
の
利
用
が
見
込
め
な
い
も
の
は

処
分
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　
　
　

不
要
な
財
産
と
有
効
利
用
で
き
る
も

を
見
極
め
な
が
ら
整
理
し
て
い
く
こ
と
を

望
む
。

　
　
　

地
域
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
の
具

体
的
な
活
用
事
例
に
つ
い
て

　
　
　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
、
集

落
か
ら
の
申
し
出
に
対
し
て
研
修
等
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　
　

安
心
安
全
の
確
保
と
併
せ
て
伝
統
的

な
技
術
を
継
承
す
る
分
野
に
つ
い
て
も
事
例

と
し
て
あ
が
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
　

各
市
町
村
増
加
傾
向
に
あ
る
交
際
費

に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

　
　
　

今
後
交
際
費
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

活
用
す
る
機
会
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

企
画
費
の
五
千
万
円
を
計
上
し
て
い

る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
変
更
業
務
委
託
料

に
つ
い
て

　
　
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
運
用
管
理
の
関

係
上
、
通
常
業
務
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
国

県
の
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回
線
を
分
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
た
サ
ー
バ
ー
を
別
々

に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
策
に
つ
い
て
も
庁
内
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
対
応
す
る

　
　
　

ワ
イ
フ
ァ
イ
設
置
事
業
や
議
会
中
継

を
含
め
、
整
備
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

有
効
活
用
を
期
待
す
る
。

　
　
　

保
健
福
祉
費
の
医
師
修
学
資
金
貸
付

金
の
希
望
者
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

高
校
生
三
名
、
在
学
中
が
一
名
、
一

般
二
名

　
　
　

今
後
も
継
続
的
な
支
援
で
、
地
域
の

医
療
を
担
う
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
子
育
て
世
代
元
気
ド
ッ
ク
費
用
助

成
事
業
、
乳
幼
児
精
密
検
診
旅
費
助
成
等
、

き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
策
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
で
、
今
後
も
積
極
的
な
取
り
組
み

を
望
む
。

　
　
　

農
林
水
産
業
費
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
事
業
の
効
果
に
つ
い
て

　
　
　

特
産
品
が
売
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
少
し
で
は
あ
る
が
来
島

者
も
増
え
て
い
る

　
　
　

第
二
地
下
ダ
ム
事
業
に
向
け
て
の
振

興
策
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
国
の
予
算
の
具
体
的
な
数
字
は

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
区
調
査
費
用
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

カ
ラ
ス
駆
除
や
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

な
ど
の
駆
除
に
つ
い
て

　
　
　

実
施
時
期
や
場
所
等
に
よ
っ
て
効
果

の
違
い
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　

商
工
費
に
つ
い
て
は
、
先
行
型
で
取

り
組
ん
で
い
る
「
お
も
て
な
し
ハ
ウ
ス
」
が

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
等
活
用

推
進
事
業
補
助
等
総
合
戦
略
の
メ
ニ
ュ
ー
と

併
せ
て
県
が
積
極
的
な
支
援
を
表
明
し
て
い

る
サ
ン
ゴ
研
究
所
の
活
用
事
業
に
つ
い
て
も

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

教
育
費
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

南
日
本
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
事

業
で
中
高
生
二
名
を
派
遣
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

そ
の
他
の
関
連
予
算
も
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
少
子
化
の
中
、
貴
重
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
今
後
も
積
極
的
に
特
色
あ

る
教
育
施
策
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
方
創
生
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
内

容
・
枠
組
み
等
が
明
確
で
な
い
も
の
も
一
部

見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
庁
内
的
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
具
体
化
し
、
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

歳
入
に
関
し
て
一
点
申
し
上
げ
ま
す
。
町

税
の
滞
納
分
に
つ
い
て
、
実
績
に
応
じ
て
計

上
さ
れ
た
こ
と
は
、
歳
入
の
確
保
及
び
公
平

性
の
観
点
か
ら
も
当
然
で
あ
る
が
、
何
よ
り

も
徴
収
意
欲
が
感
じ
ら
れ
、
特
に
評
価
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
保
険
給
付
費
の
増
と
共
同
事
業
拠
出
金

へ
の
負
担
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
収
納

率
向
上
対
策
等
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
医

療
の
適
正
化
と
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

診
療
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
月
二
回

の
診
療
体
制
の
維
持
を
望
む
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
は
、
民

間
福
祉
事
業
所
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
専

門
職
の
不
足
や
要
介
護
者
の
増
な
ど
不
安
材

料
が
あ
る
が
、
第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
調
整
を
行
い
、
円
滑

な
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
保
険
料
率
改
定
に
よ
り
保
険
料
が
あ

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
益
々
進

む
高
齢
化
に
伴
い
、
医
療
費
の
増
大
に
よ
る

財
政
運
営
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

各
保
険
料
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
相
互
扶

助
の
認
識
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
き
め
細

か
な
徴
収
対
策
を
望
む
。 

　

老
人
福
祉
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
入
所
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
職
員
の
処
遇
充
実
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

屠
畜
場
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
移
転
に
関
し
て
候
補
地
選
定
が
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
で
、
老
朽
化
し
た
施
設
に

対
し
、
必
要
な
維
持
補
修
費
で
、
適
正
な
食

肉
の
処
理
と
衛
生
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
早
期
の
事
業
執
行
を
求
め
ら
れ
、
大
規

模
予
算
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の

事
業
計
画
延
長
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
事
業

展
開
を
図
り
、
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
と

安
全
な
水
の
安
定
供
給
と
い
う
命
題
に
邁
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
及
び

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
公
債
費
と
施
設
の
維
持
管
理
費
が
主
で

す
が
、
施
設
の
延
命
化
と
健
全
運
営
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
元
で
選
択
と

集
中
を
進
め
、
従
来
の
事
業
に
対
し
新
た
な

視
点
を
向
け
て
事
業
効
果
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
方
創
生
関
連
予
算
を
は
じ
め
新
規
事

業
の
導
入
に
よ
っ
て
一
層
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

施
策
の
展
開
に
期
待
す
る
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
　

委
員
会
で
の
質
疑
及
び
意
見
等
に
つ
い
て

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
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総括質疑

　
　
　

地
方
税
の
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予

算
、
前
年
度
比
二
．七
％
、
一
千
二
百
七
十

八
万
八
千
の
増
額
に
つ
い
て

　
　
　

税
務
課
長

　

現
年
度
分
の
増
額
は
八
百
九
万
八
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
施
行
の

税
制
改
正
に
伴
い
、
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
一
千
四
十
八
万
六
千
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

も
税
制
改
正
が
あ
り
、
旧
三
級
品
の
た
ば
こ

税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

五
百
六
十
六
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
評
価
替
え

に
伴
う
も
の
で
、
八
百
十
四
万
円
の
減
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
滞
納
分
に
つ
い
て
は
、

実
績
に
近
い
数
字
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
四
百
六
十
九
万
円
の
増
額
に
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
　
　

国
の
予
算
に
お
い
て
は
前
年
度
比
減

額
計
上
に
な
っ
て
お
り
、
交
付
税
の
増
額
は

期
待
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
町
予
算
に
お
い
て
は
九
千
万
円
増
額
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

　
　
　

総
務
課
長

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
方
財

政
計
画
で
は
前
年
度
比
〇
．三
％
ぐ
ら
い
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
八
年
度
当
初
予

算
の
地
方
交
付
税
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
二
十
七
年
度
の
普
通
交
付
税
決
定
額
、

実
績
額
を
も
と
に
し
て
算
出
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
平
成
二
十
七
年
度
の
交
付
決
定
額
は

二
十
八
億
二
千
六
百
六
十
万
円
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
額
と
比
較
す
る
と
、

二
十
八
年
度
は
五
．七
％
の
減
に
な
り
、
国

の
い
う
財
政
計
画
の
減
と
い
う
観
点
か
ら
す

る
と
、
実
際
に
は
減
額
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
　
　

平
成
二
十
七
年
度
十
二
億
五
千
三
百

五
万
六
千
円
、
平
成
二
十
八
年
度
、
十
三
億

三
千
四
百
八
十
五
万
円
九
千
円
と
八
千
百
八

十
万
三
千
円
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

配
分
に
つ
い
て

　
　
　

総
務
課
長

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
一

億
六
百
七
十
八
万
九
千
円
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
逆
に
マ
イ

ナ
ス
の
二
千
四
百
九
十
八
万
六
千
円
で
す

が
、
国
庫
支
出
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
主

な
要
因
と
し
て
国
の
平
成
二
十
七
年
度
の
補

正
予
算
で
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
六
千
七
百
八
十
一
万
三
千
円
が
支
給

さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

県
支
出
金
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
農
林
水

産
業
費
の
奄
美
農
業
創
出
支
援
事
業
補
助

金
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
金
な
ど
が

減
の
主
な
も
の
で
す
。

　
　
　

前
年
度
比
四
．六
％
、
五
千
九
百
九

十
六
万
五
千
円
の
増
額
で
、
十
三
億
五
千
五

百
九
十
五
万
七
千
円
の
増
額
計
上
に
つ
い
て

は
、
医
療
費
の
増
に
よ
る
も
の
か
、
国
保
新

制
度
移
行
に
よ
る
も
の
か

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
保
険
給
付
費
の

三
千
万
円
の
増
、
そ
れ
か
ら
共
同
拠
出
金
の

四
千
二
百
万
円
の
増
に
な
り
ま
す
。
保
険
給

付
費
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
高
額
な

医
療
費
に
つ
い
て
も
、
先
進
医
療
な
ど
で
医

療
費
自
体
が
非
常
に
高
額
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
要
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

共
同
事
業
の
拠
出
金
の
伸
び
は
、
こ
れ
ま

で
共
同
事
業
に
つ
い
て
は
三
十
万
以
上
の
高

額
な
医
療
費
に
つ
い
て
、
お
互
い
拠
出
金
を

出
し
て
、
交
付
金
を
も
ら
う
と
い
う
制
度
で

し
た
が
、
二
十
七
年
度
か
ら
一
円
単
位
か
ら

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
広

域
化
は
平
成
三
十
年
か
ら
で
す
が
、
実
質
的

な
国
保
の
広
域
化
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　

前
年
度
比
三
．一
％
、
二
千
八
百
六

十
一
万
八
千
円
増
額
で
、
九
億
四
千
八
百
五

十
三
万
三
千
円
計
上
し
て
い
る
が
、
介
護
対

象
人
員
の
増
に
よ
る
の
か

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
の
増
は
、
保
険
給
付
費
の
二
千

七
百
万
円
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
要
因
と

し
て
は
介
護
認
定
者
の
数
は
、
昨
年
の
二
月

か
ら
今
年
の
二
月
ま
で
で
三
名
増
の
五
百
二

十
七
で
あ
り
ま
す
が
、
要
支
援
が
マ
イ
ナ
ス

の
十
九
で
、
要
介
護
者
が
プ
ラ
ス
の
二
十
二

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
要
介
護
者
が
ふ
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
給
付
費
が
伸
び
た
も

の
で
す
。

　
　
　

奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業
予
算
、
国

土
交
通
省
一
括
計
上
分
、
公
共
・
非
公
共
を

合
わ
せ
て
、
対
前
年
度
比
九
十
七
％
の
二
百

二
十
六
億
五
千
万
円
で
、
奄
美
群
島
振
興
交

付
金
十
五
年
度
補
正
予
算
三
億
七
千
万
円
を

加
え
る
と
、
前
年
度
予
算
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
事
業
に
喜
界
島
地
下
ダ
ム
二

期
目
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
十
八
年
度
本
町
に
お
け
る
事
業
と
事
業
額

に
つ
い
て

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

平
成
二
十
八
年
度
奄
振
関
係
の
当
初
予
算

は
、
公
共
事
業
二
百
五
億
八
千
四
百
万
円
、

対
前
年
度
比
九
十
七
％
、
非
公
共
事
業
二
十

億
六
千
六
百
万
円
、
対
前
年
度
比
百
％
、
合

計
二
百
二
十
六
億
五
千
万
円
、
対
前
年
度
比

九
十
七
％
で
す
。

　

県
営
事
業
分
で
は
、
農
業
・
農
村
整
備
、

水
質
保
全
対
策
、
農
地
整
備
、
県
道
、
港
湾

事
業
等
で
総
額
十
二
億
五
百
万
円
、
対
前
年

度
比
九
十
二
％
で
あ
り
ま
す
。
主
な
減
額
分

は
、
農
業
・
農
村
整
備
の
県
営
畑
総
事
業
で

す
。

　

本
町
分
は
、
港
湾
、
漁
港
、
町
道
、
簡
易

水
道
事
業
、
糖
業
、
園
芸
振
興
事
業
、
林
務
、

畜
産
、
地
籍
調
査
事
業
、
公
営
住
宅
建
設
事

業
等
で
、
総
額
十
七
億
三
千
七
百
万
円
、
対

前
年
度
比
九
十
二
％
で
す
。
主
な
減
の
理
由

と
し
て
、
簡
易
水
道
事
業
が
本
年
度
で
終
了

と
い
う
こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

非
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
航
路
・
航
空

路
運
賃
低
減
事
業
、
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス

ト
支
援
事
業
、
農
業
創
出
緊
急
支
援
事
業
、

サ
ン
ゴ
礁
保
全
対
策
事
業
、
合
わ
せ
て
八
千

百
万
円
、
対
前
年
度
比
七
十
四
％
で
す
。
県

営
及
び
本
町
事
業
分
の
総
額
は
三
十
億
二
千

万
円
、
対
前
年
度
比
九
十
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

非
公
共
事
業
の
減
額
理
由
と
し
て
は
、
農

業
創
出
緊
急
支
援
事
業
の
減
に
よ
る
も
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
国
の
地
下
ダ
ム
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
三
年
間
の
地
区
調
査
の
着
手
が

認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
な
金
額
の

公
表
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

総
括
質
疑

　
　
　

総
務
費
で
の
、
町
が
所
有
す
る
土
地

の
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　

将
来
の
利
用
が
見
込
め
な
い
も
の
は

処
分
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　
　
　

不
要
な
財
産
と
有
効
利
用
で
き
る
も

を
見
極
め
な
が
ら
整
理
し
て
い
く
こ
と
を

望
む
。

　
　
　

地
域
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
の
具

体
的
な
活
用
事
例
に
つ
い
て

　
　
　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
、
集

落
か
ら
の
申
し
出
に
対
し
て
研
修
等
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　
　

安
心
安
全
の
確
保
と
併
せ
て
伝
統
的

な
技
術
を
継
承
す
る
分
野
に
つ
い
て
も
事
例

と
し
て
あ
が
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
　

各
市
町
村
増
加
傾
向
に
あ
る
交
際
費

に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

　
　
　

今
後
交
際
費
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

活
用
す
る
機
会
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

企
画
費
の
五
千
万
円
を
計
上
し
て
い

る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
変
更
業
務
委
託
料

に
つ
い
て

　
　
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
運
用
管
理
の
関

係
上
、
通
常
業
務
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
国

県
の
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回
線
を
分
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
た
サ
ー
バ
ー
を
別
々

に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
策
に
つ
い
て
も
庁
内
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
対
応
す
る

　
　
　

ワ
イ
フ
ァ
イ
設
置
事
業
や
議
会
中
継

を
含
め
、
整
備
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

有
効
活
用
を
期
待
す
る
。

　
　
　

保
健
福
祉
費
の
医
師
修
学
資
金
貸
付

金
の
希
望
者
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

高
校
生
三
名
、
在
学
中
が
一
名
、
一

般
二
名

　
　
　

今
後
も
継
続
的
な
支
援
で
、
地
域
の

医
療
を
担
う
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
子
育
て
世
代
元
気
ド
ッ
ク
費
用
助

成
事
業
、
乳
幼
児
精
密
検
診
旅
費
助
成
等
、

き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
策
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
で
、
今
後
も
積
極
的
な
取
り
組
み

を
望
む
。

　
　
　

農
林
水
産
業
費
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
事
業
の
効
果
に
つ
い
て

　
　
　

特
産
品
が
売
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
少
し
で
は
あ
る
が
来
島

者
も
増
え
て
い
る

　
　
　

第
二
地
下
ダ
ム
事
業
に
向
け
て
の
振

興
策
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
国
の
予
算
の
具
体
的
な
数
字
は

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
区
調
査
費
用
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

カ
ラ
ス
駆
除
や
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

な
ど
の
駆
除
に
つ
い
て

　
　
　

実
施
時
期
や
場
所
等
に
よ
っ
て
効
果

の
違
い
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　

商
工
費
に
つ
い
て
は
、
先
行
型
で
取

り
組
ん
で
い
る
「
お
も
て
な
し
ハ
ウ
ス
」
が

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
等
活
用

推
進
事
業
補
助
等
総
合
戦
略
の
メ
ニ
ュ
ー
と

併
せ
て
県
が
積
極
的
な
支
援
を
表
明
し
て
い

る
サ
ン
ゴ
研
究
所
の
活
用
事
業
に
つ
い
て
も

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

教
育
費
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

南
日
本
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
事

業
で
中
高
生
二
名
を
派
遣
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

そ
の
他
の
関
連
予
算
も
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
少
子
化
の
中
、
貴
重
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
今
後
も
積
極
的
に
特
色
あ

る
教
育
施
策
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
方
創
生
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
内

容
・
枠
組
み
等
が
明
確
で
な
い
も
の
も
一
部

見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
庁
内
的
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
具
体
化
し
、
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

歳
入
に
関
し
て
一
点
申
し
上
げ
ま
す
。
町

税
の
滞
納
分
に
つ
い
て
、
実
績
に
応
じ
て
計

上
さ
れ
た
こ
と
は
、
歳
入
の
確
保
及
び
公
平

性
の
観
点
か
ら
も
当
然
で
あ
る
が
、
何
よ
り

も
徴
収
意
欲
が
感
じ
ら
れ
、
特
に
評
価
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
保
険
給
付
費
の
増
と
共
同
事
業
拠
出
金

へ
の
負
担
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
収
納

率
向
上
対
策
等
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
医

療
の
適
正
化
と
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

診
療
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
月
二
回

の
診
療
体
制
の
維
持
を
望
む
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
は
、
民

間
福
祉
事
業
所
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
専

門
職
の
不
足
や
要
介
護
者
の
増
な
ど
不
安
材

料
が
あ
る
が
、
第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
調
整
を
行
い
、
円
滑

な
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
保
険
料
率
改
定
に
よ
り
保
険
料
が
あ

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
益
々
進

む
高
齢
化
に
伴
い
、
医
療
費
の
増
大
に
よ
る

財
政
運
営
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

各
保
険
料
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
相
互
扶

助
の
認
識
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
き
め
細

か
な
徴
収
対
策
を
望
む
。 

　

老
人
福
祉
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
入
所
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
職
員
の
処
遇
充
実
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

屠
畜
場
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
移
転
に
関
し
て
候
補
地
選
定
が
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
で
、
老
朽
化
し
た
施
設
に

対
し
、
必
要
な
維
持
補
修
費
で
、
適
正
な
食

肉
の
処
理
と
衛
生
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
早
期
の
事
業
執
行
を
求
め
ら
れ
、
大
規

模
予
算
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の

事
業
計
画
延
長
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
事
業

展
開
を
図
り
、
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
と

安
全
な
水
の
安
定
供
給
と
い
う
命
題
に
邁
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
及
び

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
公
債
費
と
施
設
の
維
持
管
理
費
が
主
で

す
が
、
施
設
の
延
命
化
と
健
全
運
営
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
元
で
選
択
と

集
中
を
進
め
、
従
来
の
事
業
に
対
し
新
た
な

視
点
を
向
け
て
事
業
効
果
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
方
創
生
関
連
予
算
を
は
じ
め
新
規
事

業
の
導
入
に
よ
っ
て
一
層
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

施
策
の
展
開
に
期
待
す
る
。

審査する予算審査特別委員会

地
方
税
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

青山 春男 議員
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地
方
税
の
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予

算
、
前
年
度
比
二
．七
％
、
一
千
二
百
七
十

八
万
八
千
の
増
額
に
つ
い
て

　
　
　

税
務
課
長

　

現
年
度
分
の
増
額
は
八
百
九
万
八
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
施
行
の

税
制
改
正
に
伴
い
、
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
一
千
四
十
八
万
六
千
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

も
税
制
改
正
が
あ
り
、
旧
三
級
品
の
た
ば
こ

税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

五
百
六
十
六
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
評
価
替
え

に
伴
う
も
の
で
、
八
百
十
四
万
円
の
減
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
滞
納
分
に
つ
い
て
は
、

実
績
に
近
い
数
字
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
四
百
六
十
九
万
円
の
増
額
に
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
　
　

国
の
予
算
に
お
い
て
は
前
年
度
比
減

額
計
上
に
な
っ
て
お
り
、
交
付
税
の
増
額
は

期
待
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
町
予
算
に
お
い
て
は
九
千
万
円
増
額
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

　
　
　

総
務
課
長

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
方
財

政
計
画
で
は
前
年
度
比
〇
．三
％
ぐ
ら
い
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
八
年
度
当
初
予

算
の
地
方
交
付
税
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
二
十
七
年
度
の
普
通
交
付
税
決
定
額
、

実
績
額
を
も
と
に
し
て
算
出
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
平
成
二
十
七
年
度
の
交
付
決
定
額
は

二
十
八
億
二
千
六
百
六
十
万
円
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
額
と
比
較
す
る
と
、

二
十
八
年
度
は
五
．七
％
の
減
に
な
り
、
国

の
い
う
財
政
計
画
の
減
と
い
う
観
点
か
ら
す

る
と
、
実
際
に
は
減
額
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
　
　

平
成
二
十
七
年
度
十
二
億
五
千
三
百

五
万
六
千
円
、
平
成
二
十
八
年
度
、
十
三
億

三
千
四
百
八
十
五
万
円
九
千
円
と
八
千
百
八

十
万
三
千
円
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

配
分
に
つ
い
て

　
　
　

総
務
課
長

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
一

億
六
百
七
十
八
万
九
千
円
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
逆
に
マ
イ

ナ
ス
の
二
千
四
百
九
十
八
万
六
千
円
で
す

が
、
国
庫
支
出
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
主

な
要
因
と
し
て
国
の
平
成
二
十
七
年
度
の
補

正
予
算
で
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
六
千
七
百
八
十
一
万
三
千
円
が
支
給

さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

県
支
出
金
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
農
林
水

産
業
費
の
奄
美
農
業
創
出
支
援
事
業
補
助

金
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
金
な
ど
が

減
の
主
な
も
の
で
す
。

　
　
　

前
年
度
比
四
．六
％
、
五
千
九
百
九

十
六
万
五
千
円
の
増
額
で
、
十
三
億
五
千
五

百
九
十
五
万
七
千
円
の
増
額
計
上
に
つ
い
て

は
、
医
療
費
の
増
に
よ
る
も
の
か
、
国
保
新

制
度
移
行
に
よ
る
も
の
か

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
保
険
給
付
費
の

三
千
万
円
の
増
、
そ
れ
か
ら
共
同
拠
出
金
の

四
千
二
百
万
円
の
増
に
な
り
ま
す
。
保
険
給

付
費
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
高
額
な

医
療
費
に
つ
い
て
も
、
先
進
医
療
な
ど
で
医

療
費
自
体
が
非
常
に
高
額
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
要
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

共
同
事
業
の
拠
出
金
の
伸
び
は
、
こ
れ
ま

で
共
同
事
業
に
つ
い
て
は
三
十
万
以
上
の
高

額
な
医
療
費
に
つ
い
て
、
お
互
い
拠
出
金
を

出
し
て
、
交
付
金
を
も
ら
う
と
い
う
制
度
で

し
た
が
、
二
十
七
年
度
か
ら
一
円
単
位
か
ら

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
広

域
化
は
平
成
三
十
年
か
ら
で
す
が
、
実
質
的

な
国
保
の
広
域
化
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　

前
年
度
比
三
．一
％
、
二
千
八
百
六

十
一
万
八
千
円
増
額
で
、
九
億
四
千
八
百
五

十
三
万
三
千
円
計
上
し
て
い
る
が
、
介
護
対

象
人
員
の
増
に
よ
る
の
か

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
の
増
は
、
保
険
給
付
費
の
二
千

七
百
万
円
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
要
因
と

し
て
は
介
護
認
定
者
の
数
は
、
昨
年
の
二
月

か
ら
今
年
の
二
月
ま
で
で
三
名
増
の
五
百
二

十
七
で
あ
り
ま
す
が
、
要
支
援
が
マ
イ
ナ
ス

の
十
九
で
、
要
介
護
者
が
プ
ラ
ス
の
二
十
二

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
要
介
護
者
が
ふ
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
給
付
費
が
伸
び
た
も

の
で
す
。

　
　
　

奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業
予
算
、
国

土
交
通
省
一
括
計
上
分
、
公
共
・
非
公
共
を

合
わ
せ
て
、
対
前
年
度
比
九
十
七
％
の
二
百

二
十
六
億
五
千
万
円
で
、
奄
美
群
島
振
興
交

付
金
十
五
年
度
補
正
予
算
三
億
七
千
万
円
を

加
え
る
と
、
前
年
度
予
算
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
事
業
に
喜
界
島
地
下
ダ
ム
二

期
目
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
十
八
年
度
本
町
に
お
け
る
事
業
と
事
業
額

に
つ
い
て

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

平
成
二
十
八
年
度
奄
振
関
係
の
当
初
予
算

は
、
公
共
事
業
二
百
五
億
八
千
四
百
万
円
、

対
前
年
度
比
九
十
七
％
、
非
公
共
事
業
二
十

億
六
千
六
百
万
円
、
対
前
年
度
比
百
％
、
合

計
二
百
二
十
六
億
五
千
万
円
、
対
前
年
度
比

九
十
七
％
で
す
。

　

県
営
事
業
分
で
は
、
農
業
・
農
村
整
備
、

水
質
保
全
対
策
、
農
地
整
備
、
県
道
、
港
湾

事
業
等
で
総
額
十
二
億
五
百
万
円
、
対
前
年

度
比
九
十
二
％
で
あ
り
ま
す
。
主
な
減
額
分

は
、
農
業
・
農
村
整
備
の
県
営
畑
総
事
業
で

す
。

　

本
町
分
は
、
港
湾
、
漁
港
、
町
道
、
簡
易

水
道
事
業
、
糖
業
、
園
芸
振
興
事
業
、
林
務
、

畜
産
、
地
籍
調
査
事
業
、
公
営
住
宅
建
設
事

業
等
で
、
総
額
十
七
億
三
千
七
百
万
円
、
対

前
年
度
比
九
十
二
％
で
す
。
主
な
減
の
理
由

と
し
て
、
簡
易
水
道
事
業
が
本
年
度
で
終
了

と
い
う
こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

非
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
航
路
・
航
空

路
運
賃
低
減
事
業
、
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス

ト
支
援
事
業
、
農
業
創
出
緊
急
支
援
事
業
、

サ
ン
ゴ
礁
保
全
対
策
事
業
、
合
わ
せ
て
八
千

百
万
円
、
対
前
年
度
比
七
十
四
％
で
す
。
県

営
及
び
本
町
事
業
分
の
総
額
は
三
十
億
二
千

万
円
、
対
前
年
度
比
九
十
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

非
公
共
事
業
の
減
額
理
由
と
し
て
は
、
農

業
創
出
緊
急
支
援
事
業
の
減
に
よ
る
も
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
国
の
地
下
ダ
ム
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
三
年
間
の
地
区
調
査
の
着
手
が

認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
な
金
額
の

公
表
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
喜
界
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
、

奄
振
法
の
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
喜
界
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑
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地
方
税
の
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予

算
、
前
年
度
比
二
．七
％
、
一
千
二
百
七
十

八
万
八
千
の
増
額
に
つ
い
て

　
　
　

税
務
課
長

　

現
年
度
分
の
増
額
は
八
百
九
万
八
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
施
行
の

税
制
改
正
に
伴
い
、
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
一
千
四
十
八
万
六
千
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

も
税
制
改
正
が
あ
り
、
旧
三
級
品
の
た
ば
こ

税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

五
百
六
十
六
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
評
価
替
え

に
伴
う
も
の
で
、
八
百
十
四
万
円
の
減
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
滞
納
分
に
つ
い
て
は
、

実
績
に
近
い
数
字
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
四
百
六
十
九
万
円
の
増
額
に
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
　
　

国
の
予
算
に
お
い
て
は
前
年
度
比
減

額
計
上
に
な
っ
て
お
り
、
交
付
税
の
増
額
は

期
待
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
町
予
算
に
お
い
て
は
九
千
万
円
増
額
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

　
　
　

総
務
課
長

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
方
財

政
計
画
で
は
前
年
度
比
〇
．三
％
ぐ
ら
い
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
八
年
度
当
初
予

算
の
地
方
交
付
税
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
二
十
七
年
度
の
普
通
交
付
税
決
定
額
、

実
績
額
を
も
と
に
し
て
算
出
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
平
成
二
十
七
年
度
の
交
付
決
定
額
は

二
十
八
億
二
千
六
百
六
十
万
円
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
額
と
比
較
す
る
と
、

二
十
八
年
度
は
五
．七
％
の
減
に
な
り
、
国

の
い
う
財
政
計
画
の
減
と
い
う
観
点
か
ら
す

る
と
、
実
際
に
は
減
額
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
　
　

平
成
二
十
七
年
度
十
二
億
五
千
三
百

五
万
六
千
円
、
平
成
二
十
八
年
度
、
十
三
億

三
千
四
百
八
十
五
万
円
九
千
円
と
八
千
百
八

十
万
三
千
円
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

配
分
に
つ
い
て

　
　
　

総
務
課
長

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
一

億
六
百
七
十
八
万
九
千
円
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
逆
に
マ
イ

ナ
ス
の
二
千
四
百
九
十
八
万
六
千
円
で
す

が
、
国
庫
支
出
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
主

な
要
因
と
し
て
国
の
平
成
二
十
七
年
度
の
補

正
予
算
で
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
六
千
七
百
八
十
一
万
三
千
円
が
支
給

さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

県
支
出
金
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
農
林
水

産
業
費
の
奄
美
農
業
創
出
支
援
事
業
補
助

金
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
金
な
ど
が

減
の
主
な
も
の
で
す
。

　
　
　

前
年
度
比
四
．六
％
、
五
千
九
百
九

十
六
万
五
千
円
の
増
額
で
、
十
三
億
五
千
五

百
九
十
五
万
七
千
円
の
増
額
計
上
に
つ
い
て

は
、
医
療
費
の
増
に
よ
る
も
の
か
、
国
保
新

制
度
移
行
に
よ
る
も
の
か

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
保
険
給
付
費
の

三
千
万
円
の
増
、
そ
れ
か
ら
共
同
拠
出
金
の

四
千
二
百
万
円
の
増
に
な
り
ま
す
。
保
険
給

付
費
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
年
々
伸
び
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
高
額
な

医
療
費
に
つ
い
て
も
、
先
進
医
療
な
ど
で
医

療
費
自
体
が
非
常
に
高
額
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
要
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

共
同
事
業
の
拠
出
金
の
伸
び
は
、
こ
れ
ま

で
共
同
事
業
に
つ
い
て
は
三
十
万
以
上
の
高

額
な
医
療
費
に
つ
い
て
、
お
互
い
拠
出
金
を

出
し
て
、
交
付
金
を
も
ら
う
と
い
う
制
度
で

し
た
が
、
二
十
七
年
度
か
ら
一
円
単
位
か
ら

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
広

域
化
は
平
成
三
十
年
か
ら
で
す
が
、
実
質
的

な
国
保
の
広
域
化
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　

前
年
度
比
三
．一
％
、
二
千
八
百
六

十
一
万
八
千
円
増
額
で
、
九
億
四
千
八
百
五

十
三
万
三
千
円
計
上
し
て
い
る
が
、
介
護
対

象
人
員
の
増
に
よ
る
の
か

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
の
増
は
、
保
険
給
付
費
の
二
千

七
百
万
円
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
要
因
と

し
て
は
介
護
認
定
者
の
数
は
、
昨
年
の
二
月

か
ら
今
年
の
二
月
ま
で
で
三
名
増
の
五
百
二

十
七
で
あ
り
ま
す
が
、
要
支
援
が
マ
イ
ナ
ス

の
十
九
で
、
要
介
護
者
が
プ
ラ
ス
の
二
十
二

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
要
介
護
者
が
ふ
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
給
付
費
が
伸
び
た
も

の
で
す
。

　
　
　

奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業
予
算
、
国

土
交
通
省
一
括
計
上
分
、
公
共
・
非
公
共
を

合
わ
せ
て
、
対
前
年
度
比
九
十
七
％
の
二
百

二
十
六
億
五
千
万
円
で
、
奄
美
群
島
振
興
交

付
金
十
五
年
度
補
正
予
算
三
億
七
千
万
円
を

加
え
る
と
、
前
年
度
予
算
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
事
業
に
喜
界
島
地
下
ダ
ム
二

期
目
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
十
八
年
度
本
町
に
お
け
る
事
業
と
事
業
額

に
つ
い
て

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

平
成
二
十
八
年
度
奄
振
関
係
の
当
初
予
算

は
、
公
共
事
業
二
百
五
億
八
千
四
百
万
円
、

対
前
年
度
比
九
十
七
％
、
非
公
共
事
業
二
十

億
六
千
六
百
万
円
、
対
前
年
度
比
百
％
、
合

計
二
百
二
十
六
億
五
千
万
円
、
対
前
年
度
比

九
十
七
％
で
す
。

　

県
営
事
業
分
で
は
、
農
業
・
農
村
整
備
、

水
質
保
全
対
策
、
農
地
整
備
、
県
道
、
港
湾

事
業
等
で
総
額
十
二
億
五
百
万
円
、
対
前
年

度
比
九
十
二
％
で
あ
り
ま
す
。
主
な
減
額
分

は
、
農
業
・
農
村
整
備
の
県
営
畑
総
事
業
で

す
。

　

本
町
分
は
、
港
湾
、
漁
港
、
町
道
、
簡
易

水
道
事
業
、
糖
業
、
園
芸
振
興
事
業
、
林
務
、

畜
産
、
地
籍
調
査
事
業
、
公
営
住
宅
建
設
事

業
等
で
、
総
額
十
七
億
三
千
七
百
万
円
、
対

前
年
度
比
九
十
二
％
で
す
。
主
な
減
の
理
由

と
し
て
、
簡
易
水
道
事
業
が
本
年
度
で
終
了

と
い
う
こ
と
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

非
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
航
路
・
航
空

路
運
賃
低
減
事
業
、
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス

ト
支
援
事
業
、
農
業
創
出
緊
急
支
援
事
業
、

サ
ン
ゴ
礁
保
全
対
策
事
業
、
合
わ
せ
て
八
千

百
万
円
、
対
前
年
度
比
七
十
四
％
で
す
。
県

営
及
び
本
町
事
業
分
の
総
額
は
三
十
億
二
千

万
円
、
対
前
年
度
比
九
十
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

非
公
共
事
業
の
減
額
理
由
と
し
て
は
、
農

業
創
出
緊
急
支
援
事
業
の
減
に
よ
る
も
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
国
の
地
下
ダ
ム
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
三
年
間
の
地
区
調
査
の
着
手
が

認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
な
金
額
の

公
表
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

議
案
第
十
号
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
与
の
十
％
の
削

減
を
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
、
平
成
二
十
八

年
度
も
継
続
す
る
も
の

議
案
第
十
一
号
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
導
入
に
つ
い
て
の
規
定
を
盛
り
込
む
も
の

で
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
無
い
場
合
に
限

り
、
週
三
十
八
時
間
四
十
五
分
を
自
由
に
割

り
ふ
れ
る
こ
と
、
子
の
養
育
や
配
偶
者
等
の

介
護
を
す
る
職
員
に
限
り
、
週
休
日
を
土
日

以
外
に
か
え
ら
れ
る
も
の

議
案
第
十
二
号
喜
界
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
第
六
項
を

第
五
項
に
変
え
る
。

議
案
第
十
三
号
喜
界
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
と
も
な
う
も
の

で
、
報
告
事
項
の
七
号
の
勤
務
成
績
の
評
価

の
文
言
を
削
り
、
職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

と
退
職
管
理
状
況
の
公
表
を
追
加
す
る
も
の

議
案
第
十
四
号
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に

と
も
な
う
、
関
連
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

主
な
内
容
は
字
句
の
「
不
服
申
し
立
て
」

を
「
審
査
請
求
」
に
変
更
す
る
も
の
で
、
そ

の
他
字
句
の
訂
正
、
関
連
法
令
に
改
正
、
記

載
事
項
の
改
正
、
手
数
料
額
を
定
め
、
減
免

事
項
、
行
政
不
服
審
査
委
員
会
長
、
委
員
の

日
額
報
酬
等
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
十
五
号
喜
界
町
行
政
不
服
審
査
法
の

規
定
に
よ
る
、
提
出
資
料
等
の
写
し
等
の
交

付
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

提
出
書
類
の
写
し
等
の
交
付
に
係
る
手
数

料
に
関
し
、
金
額
・
減
免
限
度
額
・
必
要
書

類
等
の
ほ
か
運
用
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
す
。

議
案
第
十
六
号
喜
界
町
行
政
不
服
審
査
会
条

例
の
制
定

　

法
の
規
定
に
よ
り
、
町
長
の
権
限
に
属
せ

ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
た
め
付
属
機
関
と

し
て
設
置
を
定
め
、
組
織
、
構
成
、
任
期
、

専
門
委
員
の
選
任
、
会
議
等
を
定
め
る
も
の

で
、
会
の
性
格
上
守
秘
義
務
を
伴
う
た
め
罰

則
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
十
七
号
喜
界
町
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

非
常
備
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
近
隣
市

町
村
の
報
酬
を
参
考
に
増
額
す
る
も
の
。

議
案
十
八
号
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
喜
界
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
（
平
成
二
十
八
年
度
〜
三
十

二
年
度
に
つ
い
て
）
を
定
め
る
も
の
で
、
産

業
の
振
興
、
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報

化
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
等
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
。

議
案
第
十
九
号
喜
界
町
障
害
児
就
学
指
導
委

員
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

平
成
二
十
五
年
の
通
知
事
項
で
、
県
の
指

導
に
よ
り
条
例
を
廃
止
し
、
今
後
規
則
で
対

応
す
る
も
の

議
案
第
二
十
号
喜
界
町
公
民
館
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
に
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

現
存
し
な
い
早
町
分
館
の
削
除
、
使
用
料

の
改
正
等
、
現
状
に
あ
わ
せ
て
整
理
す
る
も

の
。

請　

願　

書

喜
界
高
校
に
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
文
教

室
設
置
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

請
願
代
表
者

　

住
所　

喜
界
町
伊
砂
四
四
六

　

氏
名　

豊
原
裕
子　

他
三
千
百
十
一
人

　

紹
介
議
員　

安
岡
歓
眞
他
六
名

請
願
の
要
旨

　

現
在
、
小
学
校
、
中
学
校
に
お
い
て
は
特

別
支
援
教
育
の
施
行
か
ら
十
年
目
を
む
か
え

ま
す
。
児
童
生
徒
が
卒
業
後
、
喜
界
町
に
は

特
別
支
援
（
養
護
）
学
校
が
無
い
た
め
、
島

外
の
施
設
に
入
所
し
学
校
に
通
っ
て
い
る

か
、
家
族
で
学
校
の
あ
る
地
域
へ
移
住
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
保
護
者
は
我
が
子
に

も
地
元
で
中
高
一
貫
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
家
族
、
地
域
の
中
で
育
っ
て
く
れ
る

環
境
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
文
部
科
学
省
も

高
等
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進

を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

喜
界
町
の
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
過
疎
化
等

を
考
え
る
な
か
で
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
地
域
で
子
供
た
ち
を
は
ぐ
く
ん
で

い
け
る
環
境
づ
く
り
を
町
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り

ま
す
。

請
願
内
容

「
関
係
機
関
に
、
障
害
の
あ
る
生
徒
が
地
元

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
喜
界
高
校

に
特
別
支
援
高
校
の
分
教
室
設
置
又
は
喜
界

高
校
に
特
別
支
援
学
級
の
設
置
を
す
る
た
め

の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。」
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

審
査
の
結
果

　

全
会
一
致
で
採
択

　

採
択
さ
れ
た
意
見
書
「
喜
界
高
校
に
特
別

支
援
学
校
高
等
部
の
分
教
室
ま
た
は
特
別
支

援
学
級
の
設
置
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
最

終
本
議
会
で
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
に
本
町
で
開
催
さ
れ
る
奄
美

群
島
市
町
村
議
員
大
会
に
喜
界
町
と
龍
郷
町

か
ら
の
要
望
事
項
と
し
て
提
案
す
る
予
定
で

す

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

外
内 

千
里 

議
員

常
任
委
員
会
報
告



喜界町議会だより８

議
案
第
十
号
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
与
の
十
％
の
削

減
を
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
、
平
成
二
十
八

年
度
も
継
続
す
る
も
の

議
案
第
十
一
号
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
導
入
に
つ
い
て
の
規
定
を
盛
り
込
む
も
の

で
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
無
い
場
合
に
限

り
、
週
三
十
八
時
間
四
十
五
分
を
自
由
に
割

り
ふ
れ
る
こ
と
、
子
の
養
育
や
配
偶
者
等
の

介
護
を
す
る
職
員
に
限
り
、
週
休
日
を
土
日

以
外
に
か
え
ら
れ
る
も
の

議
案
第
十
二
号
喜
界
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
第
六
項
を

第
五
項
に
変
え
る
。

議
案
第
十
三
号
喜
界
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
と
も
な
う
も
の

で
、
報
告
事
項
の
七
号
の
勤
務
成
績
の
評
価

の
文
言
を
削
り
、
職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

と
退
職
管
理
状
況
の
公
表
を
追
加
す
る
も
の

議
案
第
十
四
号
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に

と
も
な
う
、
関
連
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

主
な
内
容
は
字
句
の
「
不
服
申
し
立
て
」

を
「
審
査
請
求
」
に
変
更
す
る
も
の
で
、
そ

の
他
字
句
の
訂
正
、
関
連
法
令
に
改
正
、
記

載
事
項
の
改
正
、
手
数
料
額
を
定
め
、
減
免

事
項
、
行
政
不
服
審
査
委
員
会
長
、
委
員
の

日
額
報
酬
等
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
十
五
号
喜
界
町
行
政
不
服
審
査
法
の

規
定
に
よ
る
、
提
出
資
料
等
の
写
し
等
の
交

付
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

提
出
書
類
の
写
し
等
の
交
付
に
係
る
手
数

料
に
関
し
、
金
額
・
減
免
限
度
額
・
必
要
書

類
等
の
ほ
か
運
用
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
す
。

議
案
第
十
六
号
喜
界
町
行
政
不
服
審
査
会
条

例
の
制
定

　

法
の
規
定
に
よ
り
、
町
長
の
権
限
に
属
せ

ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
た
め
付
属
機
関
と

し
て
設
置
を
定
め
、
組
織
、
構
成
、
任
期
、

専
門
委
員
の
選
任
、
会
議
等
を
定
め
る
も
の

で
、
会
の
性
格
上
守
秘
義
務
を
伴
う
た
め
罰

則
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
十
七
号
喜
界
町
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

非
常
備
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
近
隣
市

町
村
の
報
酬
を
参
考
に
増
額
す
る
も
の
。

議
案
十
八
号
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
喜
界
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
（
平
成
二
十
八
年
度
〜
三
十

二
年
度
に
つ
い
て
）
を
定
め
る
も
の
で
、
産

業
の
振
興
、
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報

化
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
等
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
。

議
案
第
十
九
号
喜
界
町
障
害
児
就
学
指
導
委

員
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

平
成
二
十
五
年
の
通
知
事
項
で
、
県
の
指

導
に
よ
り
条
例
を
廃
止
し
、
今
後
規
則
で
対

応
す
る
も
の

議
案
第
二
十
号
喜
界
町
公
民
館
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
に
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

現
存
し
な
い
早
町
分
館
の
削
除
、
使
用
料

の
改
正
等
、
現
状
に
あ
わ
せ
て
整
理
す
る
も

の
。

請　

願　

書

喜
界
高
校
に
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
文
教

室
設
置
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

請
願
代
表
者

　

住
所　

喜
界
町
伊
砂
四
四
六

　

氏
名　

豊
原
裕
子　

他
三
千
百
十
一
人

　

紹
介
議
員　

安
岡
歓
眞
他
六
名

請
願
の
要
旨

　

現
在
、
小
学
校
、
中
学
校
に
お
い
て
は
特

別
支
援
教
育
の
施
行
か
ら
十
年
目
を
む
か
え

ま
す
。
児
童
生
徒
が
卒
業
後
、
喜
界
町
に
は

特
別
支
援
（
養
護
）
学
校
が
無
い
た
め
、
島

外
の
施
設
に
入
所
し
学
校
に
通
っ
て
い
る

か
、
家
族
で
学
校
の
あ
る
地
域
へ
移
住
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
保
護
者
は
我
が
子
に

も
地
元
で
中
高
一
貫
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
家
族
、
地
域
の
中
で
育
っ
て
く
れ
る

環
境
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
文
部
科
学
省
も

高
等
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進

を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

喜
界
町
の
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
過
疎
化
等

を
考
え
る
な
か
で
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
地
域
で
子
供
た
ち
を
は
ぐ
く
ん
で

い
け
る
環
境
づ
く
り
を
町
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り

ま
す
。

請
願
内
容

「
関
係
機
関
に
、
障
害
の
あ
る
生
徒
が
地
元

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
喜
界
高
校

に
特
別
支
援
高
校
の
分
教
室
設
置
又
は
喜
界

高
校
に
特
別
支
援
学
級
の
設
置
を
す
る
た
め

の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。」
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

審
査
の
結
果

　

全
会
一
致
で
採
択

　

採
択
さ
れ
た
意
見
書
「
喜
界
高
校
に
特
別

支
援
学
校
高
等
部
の
分
教
室
ま
た
は
特
別
支

援
学
級
の
設
置
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
最

終
本
議
会
で
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
に
本
町
で
開
催
さ
れ
る
奄
美

群
島
市
町
村
議
員
大
会
に
喜
界
町
と
龍
郷
町

か
ら
の
要
望
事
項
と
し
て
提
案
す
る
予
定
で

す議
案
第
二
十
一
号
喜
界
町
国
民
年
金
貸
付
基

金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

　

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
、
国
民
年

金
後
納
制
度
が
十
年
遡
及
か
ら
五
年
遡
及
に

改
正
に
な
っ
た
こ
と
や
、
後
納
制
度
に
よ
り

年
金
受
給
権
を
得
る
た
め
の
貸
付
基
金
制
度

の
利
用
が
、
平
成
十
五
年
度
施
行
か
ら
現
在

ま
で
一
名
と
い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
。ま
た
、

目
的
･
内
容
を
同
じ
く
す
る
制
度
と
し
て
、

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す

議
案
第
二
十
二
号
喜
界
町
特
別
会
計
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例             

　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
老
人
保
健
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行

し
て
か
ら
三
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
特
別
会
計
条
例
の
一
条
中
第
四
号
の
老

人
特
別
会
計
を
削
除
し
五
号
か
ら
九
号
を
一

号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
二
十
三
号
喜
界
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
二
十
八
年
度
の
地
方
税
制
の
改
正
に

伴
う
も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
の
見
直
し
及
び
低
所
得
者
に
係
る
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
所
得
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者（
加

入
者
）
間
の
保
険
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保

及
び
中
低
所
得
層
の
保
険
税
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

 

議
案
第
二
十
四
号
喜
界
町
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
一
日
に
下
水
道

法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
し
整
合
を

図
る
も
の
で
す
。
内
容
は
、
特
定
事
業
場
か

ら
下
水
道
に
排
除
さ
れ
る
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
に
係
る
基
準
を
１
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

〇
．三
㎎
以
下
か
ら
〇
．一
㎎
以
下
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

次 回
定例会

次
の
議
会
は
、６
月
上
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

午前 9：30 より

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●お問い合わせ先

65 -1115

委
員
長
安
田 

英
次
郎 

議
員

審査する総務文教常任委員会

審査する産業福祉常任委員会
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質問する
生駒 弘 議員

　
　
　

喜
界
町
で
は
、
他
市
町
村

に
先
駆
け
て
胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ

リ
菌
検
査
も
取
り
入
れ
胃
が
ん
予

防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
は
、
三
千
円
余

り
の
検
査
料
が
か
か
り
進
ん
で
検

査
を
う
け
る
に
は
負
担
が
掛
か
り

過
ぎ
る
の
で
、
町
で
い
く
ら
か
助

成
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
長　

　

日
本
癌
学
会
で
も
、
日
本
人
の

胃
が
ん
の
九
十
八
％
は
ピ
ロ
リ
菌

に
よ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
か
ら
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除

菌
が
胃
が
ん
予
防
に
効
果
的
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
ま
せ
ん
。　

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
胃
が
ん
の

検
査
方
法
に
つ
い
て
評
価
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
昨
年
三
月
に
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
Ｘ
線
検
査

（
バ
リ
ウ
ム
）
」
と
「
胃
内
視
鏡

検
査
」
に
つ
い
て
は
、
死
亡
率
減

少
効
果
を
示
す
相
応
な
証
拠
（
デ

ー
タ
）
が
あ
り
推
奨
す
る
。
し
か

し
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
抗

体
検
査
（
血
液
検
査
）
」
に
つ
い

て
は
、
死
亡
率
減
少
効
果
を
検
証

し
た
研
究
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と
や

判
定
の
正
確
性
が
や
や
低
い
こ
と

な
ど
か
ら
「
市
町
村
が
行
う
住
民

検
診
と
し
て
の
実
施
を
推
奨
し
な

い
」
と
の
見
解
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
現
段
階

で
は
、
従
来
ど
お
り
受
診
希
望
者

に
よ
る
任
意
検
診
で
行
い
、
助
成

に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

  

「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
発

生
す
る
大
規
模
自
然
災
害
等
か
ら

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と

を
最
大
の
目
的
と
し
て
、
そ
の
為

の
事
前
の
備
え
を
効
率
的
、
効
果

的
に
行
う
と
の
観
点
か
ら
、
早
急

に
策
定
、
公
表
す
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

喜
界
町
で
は
、
い
つ
頃
を
目
途

に
こ
の
「
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
」
を
策
定
す
る
の
か
、
ま
た
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

町
長

　

内
閣
官
房
の
資
料
に
よ
る
と
平

成
二
十
八
年
二
月
十
六
日
現
在
、

強
靱
化
地
域
計
画
を
策
定
し
て
い

る
の
は
十
八
都
道
府
県
、
十
市
区

町
で
す
。

　

大
規
模
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
等

を
踏
ま
え
て
、
市
町
村
が
地
域
強

靱
化
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
は
、
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
の
み
な
ら
ず

安
全
安
心
の
町
づ
く
り
に
資
す
る

こ
と
で
あ
る
と
認
識
は
し
て
い
ま

す
が
、
市
町
村
地
域
強
靱
化
計
画

に
あ
た
っ
て
は
、
県
地
域
計
画
と

の
整
合
が
必
要
で
あ
り
、
県
と
も

十
分
連
携
・
協
議
し
な
が
ら
策
定

に
向
け
た
検
討
を
し
ま
す
。

第
一
回
定
例
会
で
三
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

ピ
ロ
リ
菌
検
診
の
助
成
に

つ
い
て

質
問

一般質問

質問する
外内 千里 議員

　
　
　

登
録
に
よ
り
本
町
の
状
態

は
ど
の
様
に
変
わ
る
と
予
想
さ
れ

る
か
。

　
　
　

町
長

　

奄
美
群
島
の
国
定
公
園
は
登
録

前
に
国
立
公
園
に
昇
格
し
ま
す
。

国
立
公
園
は
「
生
体
系
管
理
型
」

と
「
環
境
文
化
型
」
が
あ
り
喜
界

町
は
人
と
自
然
の
か
か
わ
り
や
文

化
を
魅
力
と
し
た
「
環
境
文
化

型
」
と
な
り
ま
す
。
登
録
後
は
他

の
地
域
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
奄
美
大
島
や
徳
之
島
の
周
辺

地
域
と
し
て
来
訪
者
の
増
加
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　
　
　

宿
泊
所
が
不
足
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
今
年
の
四
月
よ
り
、

民
泊
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
、
簡
易
宿
泊
所
に
つ
い

て
は
自
治
体
の
許
可
制
に
な
る
が

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　

町
長　

　

町
内
の
宿
泊
施
設
の
最
大
受
入

数
は
現
在
約
二
百
人
で
あ
り
、
登

録
後
観
光
客
の
増
加
で
宿
泊
施
設

の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
民
泊

の
活
用
は
町
民
の
理
解
を
前
提
に
、

観
光
物
産
協
会
や
既
存
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
業
者
等
と
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　

観
光
地
の
整
備
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
今
後
ど
の
様
な
対
応

を
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

　

こ
れ
ま
で
も
、
歴
史
・
文
化
・

景
観
に
配
慮
し
た
観
光
施
設
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
二
十
七
年
度

は
阿
伝
地
区
の
ト
イ
レ
や
島
中
地

区
の
ウ
フ
ヤ
グ
チ
鍾
乳
洞
な
ど
の

整
備
を
し
て
お
り
、
二
十
八
年
度

は
手
久
津
久
地
区
の
製
鉄
所
遺
跡

や
巨
大
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
駐
車
場
整

備
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
と
協

議
し
、
同
研
究
所
を
観
光
施
設
と

し
て
も
活
用
す
る
な
ど
、喜
界
島
な

ら
で
は
の
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
地
方
創
生
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、お
も
て
な
し
の
心
が
こ
も
っ

た
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

観
光
推
進
に
携
わ
る
人
材

育
成
が
さ
ら
に
必
要
と
思
わ
れ
る
が

今
後
ど
の
様
な
対
応
を
さ
れ
る
か
。

　
　
　

町
長　

　

こ
れ
ま
で
観
光
協
会
や
「
よ
ん

よ
〜
り
喜
界
島
」
等
の
民
間
団
体

に
、
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
と
も
そ
の
充
実
・
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

り
入
れ
、
症
状
、
状
態
に
応
じ
て
、

両
方
使
い
分
け
て
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

入
所
者
の
サ
ー
ビ
ス
は
充

実
し
て
い
る
か
。
介
護
職
員
に
は

十
分
な
知
識
と
技
術
を
要
す
る
と

思
う
が
、
職
員
研
修
は
十
分
に
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長　

　

現
在
介
護
職
員
の
半
数
以
上
が
、

経
験
年
数
三
年
未
満
と
五
十
歳
以

上
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
園
内
に

お
い
て
勉
強
会
や
検
討
会
を
重
ね
、

鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
る
研
修
会
を

受
講
さ
せ
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
の
賃
金
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
介

護
の
仕
事
に
誇
り
と
自
信
を
も
ち
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
日
々
精
進

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

運
営
に
つ
い
て
は
、
民
間

委
託
を
含
め
抜
本
的
な
幅
広
い
視

点
か
ら
運
営
の
基
本
的
あ
り
方
を

検
討
さ
れ
る
と
答
弁
さ
れ
て
い
る

が
、
検
討
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　
　

町
長　

　

平
成
二
十
六
年
度
に
開
催
さ
れ

た
民
営
化
推
進
委
員
会
の
中
で

「
今
後
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
の
専
門
職
員
の
配
置
・

育
成
に
よ
り
、
質
の
高
い
介
護
サ

ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
町
営
の
ま
ま
で
は
困
難
と

思
わ
れ
る
の
で
民
営
化
が
妥
当
で

あ
る
」
と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
入
所
者
及
び
家
族
へ
与
え
る

影
響
に
最
大
限
配
慮
し
、
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
留
意
し

進
め
て
い
く
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

質
問

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に

つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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質問する
安田 英次郎 議員

　
　
　

次
期
町
長
選
に
は
出
馬
す

る
の
か

　　
　
　

町
長

　

私
は
、
就
任
以
来
、
一
期
四
年

を
念
頭
に
主
と
し
て
前
加
藤
町
政

か
ら
引
き
継
い
だ
事
業
、
①
フ
ェ

リ
ー
新
造
船　

②
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業　

③
西
部
地
区
簡
易
水
道

事
業　

④
下
水
道
事
業　

⑤
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
間
に
諸
情
勢
の
変
化
も
あ
り
、

新
た
な
取
り
組
み
を
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

①
「
地
方
創
生
」
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定　

②
光
高
速
通
信
網
の

整
備
と
そ
れ
に
伴
う
企
業
誘
致
を

は
じ
め
と
す
る
各
分
野
で
の
戦
略

的
活
用
策　

③
地
下
ダ
ム
の
拡
張

整
備
に
向
け
て
の
営
農
計
画
の
作

成
展
開
な
ど
に
着
手
し
、
今
後
は

こ
れ
ら
を
着
実
に
実
行
し
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

こ
う
し
た
自
ら
着
手
し
た
こ
と

に
一
定
の
目
処
を
つ
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
り
、
町

民
の
皆
様
の
ご
支
持
が
い
た
だ
け

る
な
ら
ば
二
期
目
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

き
り
ん
幼
稚
園
の
理
事
長

よ
り
申
し
入
れ
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
　

町
長

　

島
外
で
の
物
産
展
開
催
は
、
喜

界
島
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販
路
の
開
拓
・

拡
大
に
資
す
る
効
果
の
高
い
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
大
都
市
圏
で
あ
る

福
岡
市
の
大
丸
百
貨
店
で
物
産
展

を
開
催
す
る
こ
と
は
、
よ
り
多
く

の
方
に
喜
界
島
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

良
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

申
し
入
れ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
き
り
ん
幼
稚
園
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回

の
百
貨
店
で
の
物
産
展
は
、
品
質

や
来
店
す
る
客
層
を
意
識
し
た
商

品
の
取
り
揃
え
な
ど
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
物
産
展
が
で
き
る
か

を
詰
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
物
産
展
実
施

に
向
け
調
整
を
急
ぎ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長
選
挙
に
つ
い
て

質
問

喜
界
園
に
つ
い
て

質
問

福
岡
博
多
大
丸
百
貨
店
へ

物
産
展
開
催
に
つ
い
て

質
問

　
　
　

外
国
か
ら
の
来
島
者
も
増

え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
案
内
板
や

ガ
イ
ド
育
成
が
必
要
と
思
う
が
見

解
を
お
尋
ね
る
。

　
　
　

町
長　

　

登
録
を
は
じ
め
、
大
型
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
や
バ
ニ
ラ
エ
ア
就
航

に
よ
り
外
国
人
観
光
客
の
来
訪
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
案
内
板

の
対
応
や
ガ
イ
ド
育
成
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
今
年
度
か
ら
更
新

す
る
際
に
英
語
を
併
記
し
て
お
り

ま
す
。
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
奄

美
群
島
内
に
お
い
て
通
訳
案
内
士

の
資
格
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
た
め

町
内
に
居
住
す
る
外
国
語
会
話
が

で
き
る
方
を
対
象
に
、
喜
界
島
の

歴
史
や
文
化
も
含
め
て
研
修
会
を

実
施
し
、
あ
わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
通
訳
の
発
掘
に
も
努
め
ま
す
。

　
　
　

登
録
指
定
後
は
本
町
で
は

公
共
事
業
等
に
ど
の
様
な
制
約
が

予
想
さ
れ
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　

町
長　

　

現
在
百
の
台
公
園
周
辺
や
荒

木
・
中
里
海
岸
一
部
、
志
戸
桶
・

小
野
津
海
岸
の
一
部
が
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
国
立
公
園

へ
の
昇
格
の
際
対
象
地
域
が
若
干

広
が
り
ま
す
が
、
公
共
事
業
や
町

民
の
利
便
性
は
現
状
と
大
き
く
変

わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

介
護
職
員
の
待
遇
は
改
善

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長　

　

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
の
介
護

報
酬
改
定
に
伴
い
、
一
月
よ
り
日

額
平
均
に
し
て
二
割
ほ
ど
賃
金
改

正
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
二
十
七

年
四
月
よ
り
十
二
月
ま
で
の
差
額

分
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
に
一
括

し
て
支
払
う
予
定
で
す
。

　
　
　

現
在
布
オ
ム
ツ
が
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
吸
収
性
が
あ
る
紙

オ
ム
ツ
が
快
適
と
思
う
が
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長　

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
紙
オ
ム
ツ
は

洗
濯
の
手
間
が
い
ら
な
い
、
吸
収

性
、
保
水
性
が
高
い
、
後
始
末
が

楽
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
か
ぶ

れ
や
す
い
、
繰
り
返
し
使
え
な
い
、

ゴ
ミ
が
出
る
、
コ
ス
ト
が
高
い
。

布
オ
ム
ツ
の
メ
リ
ッ
ト
は
肌
に
や

さ
し
い
、
繰
り
返
し
使
え
る
、
ゴ

ミ
が
出
な
い
、
か
ぶ
れ
に
く
い
、

コ
ス
ト
が
安
い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は

吸
収
性
に
劣
る
、
手
間
が
か
か
る
、

こ
ま
め
な
オ
ム
ツ
交
換
等
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
入
園
者
の
観
点
か
ら

総
合
的
に
み
る
と
、
布
オ
ム
ツ
の

方
が
環
境
的
に
や
さ
し
く
、
こ
ま

め
に
オ
ム
ツ
替
え
を
す
る
の
で
ケ

ア
が
多
く
な
り
、
入
園
者
の
状
態

が
観
察
で
き
る
。

　

現
在
、
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
取

り
入
れ
、
症
状
、
状
態
に
応
じ
て
、

両
方
使
い
分
け
て
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

入
所
者
の
サ
ー
ビ
ス
は
充

実
し
て
い
る
か
。
介
護
職
員
に
は

十
分
な
知
識
と
技
術
を
要
す
る
と

思
う
が
、
職
員
研
修
は
十
分
に
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長　

　

現
在
介
護
職
員
の
半
数
以
上
が
、

経
験
年
数
三
年
未
満
と
五
十
歳
以

上
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
園
内
に

お
い
て
勉
強
会
や
検
討
会
を
重
ね
、

鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
る
研
修
会
を

受
講
さ
せ
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
の
賃
金
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
介

護
の
仕
事
に
誇
り
と
自
信
を
も
ち
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
日
々
精
進

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

運
営
に
つ
い
て
は
、
民
間

委
託
を
含
め
抜
本
的
な
幅
広
い
視

点
か
ら
運
営
の
基
本
的
あ
り
方
を

検
討
さ
れ
る
と
答
弁
さ
れ
て
い
る

が
、
検
討
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　
　

町
長　

　

平
成
二
十
六
年
度
に
開
催
さ
れ

た
民
営
化
推
進
委
員
会
の
中
で

「
今
後
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
の
専
門
職
員
の
配
置
・

育
成
に
よ
り
、
質
の
高
い
介
護
サ

ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
町
営
の
ま
ま
で
は
困
難
と

思
わ
れ
る
の
で
民
営
化
が
妥
当
で

あ
る
」
と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
入
所
者
及
び
家
族
へ
与
え
る

影
響
に
最
大
限
配
慮
し
、
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
留
意
し

進
め
て
い
く
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

こ
う
し
た
自
ら
着
手
し
た
こ
と

に
一
定
の
目
処
を
つ
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
り
、
町

民
の
皆
様
の
ご
支
持
が
い
た
だ
け

る
な
ら
ば
二
期
目
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

き
り
ん
幼
稚
園
の
理
事
長

よ
り
申
し
入
れ
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
　

町
長

　

島
外
で
の
物
産
展
開
催
は
、
喜

界
島
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販
路
の
開
拓
・

拡
大
に
資
す
る
効
果
の
高
い
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
大
都
市
圏
で
あ
る

福
岡
市
の
大
丸
百
貨
店
で
物
産
展

を
開
催
す
る
こ
と
は
、
よ
り
多
く

の
方
に
喜
界
島
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

良
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

申
し
入
れ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
き
り
ん
幼
稚
園
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回

の
百
貨
店
で
の
物
産
展
は
、
品
質

や
来
店
す
る
客
層
を
意
識
し
た
商

品
の
取
り
揃
え
な
ど
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
物
産
展
が
で
き
る
か

を
詰
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
物
産
展
実
施

に
向
け
調
整
を
急
ぎ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

所管事務調査

　

二
月
二
十
五
日
、
龍
郷
町
赤
尾
木
の
大
島

養
護
学
校
及
び
障
害
児
入
所
施
設
「
希
望
の

星
学
園
」・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
星

窪
き
ら
り
」
を
議
長
、
委
員
長
、
事
務
局
の

三
名
で
視
察
を
し
ま
し
た
。

※
寮
生
の
日
常
生
活
の
様
子

※
高
校
生
活
か
ら
社
会
生
活
に
移
行
す
る
に

　

あ
た
っ
て

副
施
設
長
の
森
氏
に
よ
り
説
明
と
施
設
の
案
内

　

希
望
の
星
学
園
は
養
護
学
校
に
通
う
小
等

部
、
中
等
部
、
高
等
部
で
通
学
で
き
な
い
児

童
生
徒
の
入
所
で
き
る
施
設
で
、
入
所
利
用

者
が
三
十
名
、
短
期
入
所
者
十
二
名
の
施
設

で
職
員
十
八
名
と
栄
養
士
一
名
、調
理
七
名
、

委
託
医
師
二
名
で
入
所
者
の
保
護
、
日
常
生

活
の
指
導
及
び
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
を

付
与
し
な
が
ら
、
近
隣
の
学
校
あ
る
い
は
大

島
養
護
学
校
へ
通
学
さ
せ
、
学
校
と
連
携
し

な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
で
す
。
当
初
八

十
名
の
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
各
小
学
校
、
中
学
校
で
の
特
別
支
援
教

室
の
充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
、
高
等
部
の
生

徒
が
主
で
、
規
模
縮
小
し
て
い
ま
す
。
園
で

の
生
活
は
六
時
三
十
分
起
床
七
時
十
五
分
朝

食
、
八
時
三
十
五
分
に
バ
ス
で
大
島
養
護
学

校
と
龍
郷
町
立
赤
徳
小
中
学
校
へ
送
迎
、
午

後
三
時
三
十
分
に
下
校
し
五
時
三
十
分
の
夕

食
ま
で
に
入
浴
を
済
ま
せ
、
就
寝
は
八
時
、

中
高
等
部
は
九
時
の
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
は
三
名
一
部
屋
で
就

寝
時
間
に
は
男
女
の
棟
の
仕
切
り
を
す
る
な

ど
十
分
な
配
慮
が
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
二
十
二
年
に
は
多
機
能
型
事
業
所
星
窪

き
ら
り
事
業
所
が
併
設
さ
れ
三
十
名
の
入
所

者
や
生
活
介
護
事
業
で
四
十
五
名
受
け
入
れ

て
お
り
、
高
等
部
を
卒
業
し
施
設
を
利
用
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

※
授
業
の
内
容
に
つ
い
て

※
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
現
状
に
つ
い
て

※
訪
問
教
育
の
実
践
事
例
と
課
題
に
つ
い
て

※
分
校
、
分
教
室
の
設
置
に
向
け
て
必
要
な

　

こ
と

※
高
校
生
活
か
ら
社
会
生
活
に
移
行
す
る
に

　

あ
た
っ
て

　

中
村
校
長
先
生
、
梶
原
事
務
局
長
他
二
名

の
教
諭
に
よ
る
説
明
及
び
授
業
参
観

　

中
村
校
長
よ
り
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
分
校
、
分
教
室
の
設
置
に
向
け
て
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
答
え
る
立
場
に
な

く
県
教
委
に
こ
の
様
な
質
問
が
有
っ
た
と
伝

え
て
お
き
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。
学
校
の

現
状
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
七
十
六
名
、

徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
に
訪
問
教
育
担
当
の

二
名
の
教
職
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
小
学

部
で
二
十
五
名
、
中
学
部
で
二
十
四
名
、
高

等
部
で
六
十
四
名
の
児
童
生
徒
、
総
勢
百
十

三
名
内
訪
問
教
育
生
十
名
が
在
席
し
て
い
ま

す
。
養
護
学
校
は
昭
和
五
十
三
年
に
知
的
障

者
を
対
象
と
し
て
開
校
、
平
成
十
四
年
か
ら

肢
体
不
自
由
者
を
含
め
た
知
肢
併
設
校
と
な

り
平
成
二
十
二
年
か
ら
は
与
論
高
校
、
平
成

二
十
五
年
に
徳
之
島
及
び
沖
永
良
部
高
校
内

の
施
設
設
備
を
活
用
し
た
高
等
部
訪
問
教
育

特
別
支
援
室
を
開
級
し
て
お
り
、
ま
た
三
島

を
対
象
と
し
た
在
宅
訪
問
教
育
を
実
施
い
て

い
ま
す
。
現
在
通
学
し
て
い
る
百
三
名
の
内

二
十
八
名
は
希
望
の
星
学
園
か
ら
通
学
し
て

お
り
六
十
七
名
は
二
系
統
の
通
学
バ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
教
育
課
程
の
構
造
は
五
つ

の
課
程
に
分
け
ら
れ
、
小
中
高
の
各
教
科
・

科
目
に
準
じ
る
教
育
課
程
、
下
学
年
、
下
学

部
の
教
科
・
科
目
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
代

替
を
主
体
と
し
た
課
程
、
知
的
障
害
者
の
教

育
規
定
に
よ
る
課
程
、
重
複
障
害
者
等
に
関

す
る
特
例
に
よ
る
課
程
、
教
員
を
派
遣
し
て

行
う
課
程
に
分
け
ら
れ
な
ど
、
き
め
細
か
な

対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
室
が
置

か
れ
て
い
る
高
校
で
の
生
徒
間
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
徳
之
島
に
お
い
て
は
、
徳
之
島
高

校
と
学
校
行
事
や
総
合
学
科
の
授
業
を
通
し

て
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
沖
永
良
部
特
別
支

援
室
で
は
沖
永
良
部
高
校
の
学
校
行
事
で
の

交
流
を
行
っ
て
い
る
と
の
説
明
で
し
た
。

　

ま
た
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、

与
論
特
別
支
援
室
の
二
名
は
与
論
島
内
の
障

害
者
通
所
施
設
を
利
用
し
一
名
が
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
を
利
用
し
就
労
、
一
名
は
生
活
介

護
を
受
け
て
い
ま
す
。
徳
之
島
で
の
卒
業
生

は
一
名
が
就
労
、
一
名
が
施
設
で
の
生
活
介

護
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
卒
業
生

予
定
の
一
名
は
島
内
の
施
設
で
の
生
活
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
で
の
就
労
と
一
名
は
鹿
児
島
市

内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
し
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
の
就
労
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
喜
界
島
に
お
い
て
は
、
一
般
就
労

で
平
成
二
十
四
年
卒
業
生
が
Ａ
コ
ー
プ
一

名
、今
年
度
卒
業
予
定
者
が
選
果
場
一
名
で
、

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
進
学
が
一

名
、
二
十
四
年
卒
業
生
一
名
は
は
ま
ゆ
り
学

園
で
生
活
介
護
を
利
用
し
て
い
る
と
の
説
明

で
し
た
。
次
に
主
な
質
疑
と
答
弁
で
す
が
、

卒
業
生
の
進
路
の
対
応
に
い
て
の
質
疑
に
、

教
員
一
名
が
専
属
で
各
島
々
の
施
設
及
び
事

業
所
を
周
り
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
制
服
及

び
教
室
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
の
質
疑
に
、

制
服
は
大
島
養
護
学
校
の
制
服
を
使
用
し
教

室
は
、
教
室
内
で
独
立
し
た
間
取
り
と
な
っ

て
お
り
通
常
の
一
教
室
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
用
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
訪
問
教
育
に

つ
い
て
は
保
護
者
の
協
力
、
管
理
の
も
と
実

情
に
応
じ
た
計
画
を
作
成
し
指
導
し
て
お

り
、
一
回
の
指
導
時
間
は
二
時
間
で
週
三
回

の
六
時
間
の
授
業
を
行
い
、
他
に
週
四
時
間

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
曜

日
時
間
帯
は
児
童
生
徒
の
実
情
を
考
慮
し
て

行
う
。

　

以
上
の
説
明
を
受
け
て
、
学
校
内
の
施
設

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
生
徒
の
授
業

を
参
観
し
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

写真希望の星学園での調査

◆
希
望
の
星
学
園
で
の
調
査
事
項

◆
鹿
児
島
県
立
大
島
養
護
学
校
で
の

　

調
査
事
項
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表彰・議会のうごき

３
月
１
日

３
月
３
日

３
月
４・７・８
日

３
月
13
日

３
月
14
日

３
月
15
日

３
月
17
日

３
月
18
日

３
月
24
日

４
月
６
日

４
月
７
日

４
月
11
日

４
月
14
日

４
月
15
日

４
月
26
日

５
月
12
日

５
月
19
日

５
月
30
〜
31
日

議
会
の
う
ご
き 

（
3
月
〜
5
月
）

表
彰 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

安田英次郎議員  乾和夫議員  里村忠弘議員 中島　智一議長
町議長として7年以上、町議会議員として
１５年以上在職し、自治功労の発展に顕著
な功労があったと認められ､全国町村議長
会より表彰を受けました。

町議会議員として15年以上在職し自治功労の
発展に顕著な功労があったと認められ、全国
町村議長会より表彰を受けました。

　

二
月
二
十
五
日
、
龍
郷
町
赤
尾
木
の
大
島

養
護
学
校
及
び
障
害
児
入
所
施
設
「
希
望
の

星
学
園
」・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
星

窪
き
ら
り
」
を
議
長
、
委
員
長
、
事
務
局
の

三
名
で
視
察
を
し
ま
し
た
。

※
寮
生
の
日
常
生
活
の
様
子

※
高
校
生
活
か
ら
社
会
生
活
に
移
行
す
る
に

　

あ
た
っ
て

副
施
設
長
の
森
氏
に
よ
り
説
明
と
施
設
の
案
内

　

希
望
の
星
学
園
は
養
護
学
校
に
通
う
小
等

部
、
中
等
部
、
高
等
部
で
通
学
で
き
な
い
児

童
生
徒
の
入
所
で
き
る
施
設
で
、
入
所
利
用

者
が
三
十
名
、
短
期
入
所
者
十
二
名
の
施
設

で
職
員
十
八
名
と
栄
養
士
一
名
、調
理
七
名
、

委
託
医
師
二
名
で
入
所
者
の
保
護
、
日
常
生

活
の
指
導
及
び
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
を

付
与
し
な
が
ら
、
近
隣
の
学
校
あ
る
い
は
大

島
養
護
学
校
へ
通
学
さ
せ
、
学
校
と
連
携
し

な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
で
す
。
当
初
八

十
名
の
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
各
小
学
校
、
中
学
校
で
の
特
別
支
援
教

室
の
充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
、
高
等
部
の
生

徒
が
主
で
、
規
模
縮
小
し
て
い
ま
す
。
園
で

の
生
活
は
六
時
三
十
分
起
床
七
時
十
五
分
朝

食
、
八
時
三
十
五
分
に
バ
ス
で
大
島
養
護
学

校
と
龍
郷
町
立
赤
徳
小
中
学
校
へ
送
迎
、
午

後
三
時
三
十
分
に
下
校
し
五
時
三
十
分
の
夕

食
ま
で
に
入
浴
を
済
ま
せ
、
就
寝
は
八
時
、

中
高
等
部
は
九
時
の
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
は
三
名
一
部
屋
で
就

寝
時
間
に
は
男
女
の
棟
の
仕
切
り
を
す
る
な

ど
十
分
な
配
慮
が
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
二
十
二
年
に
は
多
機
能
型
事
業
所
星
窪

き
ら
り
事
業
所
が
併
設
さ
れ
三
十
名
の
入
所

者
や
生
活
介
護
事
業
で
四
十
五
名
受
け
入
れ

て
お
り
、
高
等
部
を
卒
業
し
施
設
を
利
用
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

※
授
業
の
内
容
に
つ
い
て

※
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
現
状
に
つ
い
て

※
訪
問
教
育
の
実
践
事
例
と
課
題
に
つ
い
て

※
分
校
、
分
教
室
の
設
置
に
向
け
て
必
要
な

　

こ
と

※
高
校
生
活
か
ら
社
会
生
活
に
移
行
す
る
に

　

あ
た
っ
て

　

中
村
校
長
先
生
、
梶
原
事
務
局
長
他
二
名

の
教
諭
に
よ
る
説
明
及
び
授
業
参
観

　

中
村
校
長
よ
り
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
分
校
、
分
教
室
の
設
置
に
向
け
て
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
答
え
る
立
場
に
な

く
県
教
委
に
こ
の
様
な
質
問
が
有
っ
た
と
伝

え
て
お
き
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。
学
校
の

現
状
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
七
十
六
名
、

徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
に
訪
問
教
育
担
当
の

二
名
の
教
職
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
小
学

部
で
二
十
五
名
、
中
学
部
で
二
十
四
名
、
高

等
部
で
六
十
四
名
の
児
童
生
徒
、
総
勢
百
十

三
名
内
訪
問
教
育
生
十
名
が
在
席
し
て
い
ま

す
。
養
護
学
校
は
昭
和
五
十
三
年
に
知
的
障

者
を
対
象
と
し
て
開
校
、
平
成
十
四
年
か
ら

肢
体
不
自
由
者
を
含
め
た
知
肢
併
設
校
と
な

り
平
成
二
十
二
年
か
ら
は
与
論
高
校
、
平
成

二
十
五
年
に
徳
之
島
及
び
沖
永
良
部
高
校
内

の
施
設
設
備
を
活
用
し
た
高
等
部
訪
問
教
育

特
別
支
援
室
を
開
級
し
て
お
り
、
ま
た
三
島

を
対
象
と
し
た
在
宅
訪
問
教
育
を
実
施
い
て

い
ま
す
。
現
在
通
学
し
て
い
る
百
三
名
の
内

二
十
八
名
は
希
望
の
星
学
園
か
ら
通
学
し
て

お
り
六
十
七
名
は
二
系
統
の
通
学
バ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
教
育
課
程
の
構
造
は
五
つ

の
課
程
に
分
け
ら
れ
、
小
中
高
の
各
教
科
・

科
目
に
準
じ
る
教
育
課
程
、
下
学
年
、
下
学

部
の
教
科
・
科
目
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
代

替
を
主
体
と
し
た
課
程
、
知
的
障
害
者
の
教

育
規
定
に
よ
る
課
程
、
重
複
障
害
者
等
に
関

す
る
特
例
に
よ
る
課
程
、
教
員
を
派
遣
し
て

行
う
課
程
に
分
け
ら
れ
な
ど
、
き
め
細
か
な

対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
室
が
置

か
れ
て
い
る
高
校
で
の
生
徒
間
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
徳
之
島
に
お
い
て
は
、
徳
之
島
高

校
と
学
校
行
事
や
総
合
学
科
の
授
業
を
通
し

て
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
沖
永
良
部
特
別
支

援
室
で
は
沖
永
良
部
高
校
の
学
校
行
事
で
の

交
流
を
行
っ
て
い
る
と
の
説
明
で
し
た
。

　

ま
た
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、

与
論
特
別
支
援
室
の
二
名
は
与
論
島
内
の
障

害
者
通
所
施
設
を
利
用
し
一
名
が
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
を
利
用
し
就
労
、
一
名
は
生
活
介

護
を
受
け
て
い
ま
す
。
徳
之
島
で
の
卒
業
生

は
一
名
が
就
労
、
一
名
が
施
設
で
の
生
活
介

護
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
卒
業
生

予
定
の
一
名
は
島
内
の
施
設
で
の
生
活
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
で
の
就
労
と
一
名
は
鹿
児
島
市

内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
し
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
の
就
労
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
喜
界
島
に
お
い
て
は
、
一
般
就
労

で
平
成
二
十
四
年
卒
業
生
が
Ａ
コ
ー
プ
一

名
、今
年
度
卒
業
予
定
者
が
選
果
場
一
名
で
、

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
進
学
が
一

名
、
二
十
四
年
卒
業
生
一
名
は
は
ま
ゆ
り
学

園
で
生
活
介
護
を
利
用
し
て
い
る
と
の
説
明

で
し
た
。
次
に
主
な
質
疑
と
答
弁
で
す
が
、

卒
業
生
の
進
路
の
対
応
に
い
て
の
質
疑
に
、

教
員
一
名
が
専
属
で
各
島
々
の
施
設
及
び
事

業
所
を
周
り
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
制
服
及

び
教
室
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
の
質
疑
に
、

制
服
は
大
島
養
護
学
校
の
制
服
を
使
用
し
教

室
は
、
教
室
内
で
独
立
し
た
間
取
り
と
な
っ

て
お
り
通
常
の
一
教
室
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
用
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
訪
問
教
育
に

つ
い
て
は
保
護
者
の
協
力
、
管
理
の
も
と
実

情
に
応
じ
た
計
画
を
作
成
し
指
導
し
て
お

り
、
一
回
の
指
導
時
間
は
二
時
間
で
週
三
回

の
六
時
間
の
授
業
を
行
い
、
他
に
週
四
時
間

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
曜

日
時
間
帯
は
児
童
生
徒
の
実
情
を
考
慮
し
て

行
う
。

　

以
上
の
説
明
を
受
け
て
、
学
校
内
の
施
設

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
生
徒
の
授
業

を
参
観
し
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

大島養護学校での調査

喜
界
高
校
卒
業
式

平
成
28
年
第
１
回
定
例
議
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

各
常
任
委
員
会

一般
質
問

喜
界
中
学
校
卒
業
式

最
終
本
会
議

あ
ゆ
み・の
ぞ
み
幼
稚
園
卒
園
式

喜
界・早
町
小
学
校
卒
業
式

小
中
学
校
入
学
式

喜
界
高
校
入
学
式

あ
ゆ
み・の
ぞ
み
幼
稚
園
入
園
式

議
長・事
務
局
長
合
同
会（
奄
美
市
）議
長

新
任
教
職
員
受
入
式

県
政
説
明
会（
鹿
児
島
市
）議
長　
　
　

議
員
研
修
会（
鹿
児
島
市
）全
議
員

大
島
郡
議
員
大
会（
喜
界
町
）全
議
員

全
国
正
副
議
長
研
修
会（
東
京
）議
長

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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入学式

喜界小学校

平成28年度 入園・入学式平成28年度 入園・入学式

早町小学校

あゆみ幼稚園

のぞみ幼稚園
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議
会
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

文 

責

生
駒
　
弘

峰
山
　
恵
喜
光

外
内
　
千
里

榮
　
　
哲
治

谷
本
　
泰
男

河
上
　
弘
仁

生
駒
　
弘

　

ぼ
く
は
初
め
て
議
会
見
学
を
し
ま
し
た
。

議
員
さ
ん
が
質
問
し
、
町
長
さ
ん
が
答
弁
し

て
い
ま
し
た
。
答
弁
で
は
、
喜
界
町
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
、
例
を
挙

げ
て
答
え
て
い
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り

も
早
く
進
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
驚
き
ま

し
た
。
め
っ
た
に
見
学
で
き
な
い
の
で
、
い

い
経
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

黒
田 

健
征 

く
ん

　

議
員
さ
ん
方
が
喜
界
島
を
少
し
で
も
良
く

し
た
い
と
い
う
思
い
を
、
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く

た
ち
も
、
喜
界
島
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
、

少
し
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
感

じ
ま
し
た
。

冨 

健
心 

く
ん

　
三
月
二
十
九
日
に
参
議
院
本
会
議
で
二
〇
一
六
年

度
予
算
が
成
立
し
た
。

一
般
会
計
の
総
額
は
九
十
六
兆
七
千
二
百
十
八
億
円

過
去
最
大
で
あ
る
。

　
待
機
児
童
対
策
な
ど
子
育
て
や
教
育
へ
の
支
援
、

認
知
症
対
策
な
ど
医
療
・
介
護
分
野
の
施
策
拡
充
、

防
災
・
減
災
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
加
速
、

地
方
創
生
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
費
が
三
十
一
兆

九
千
七
百
三
十
八
億
円
、
過
去
最
大
で
あ
る
の
も
見

逃
せ
な
い
。

　
三
月
議
会
に
お
い
て
川
島
町
長
は
施
政
方
針
で
、

本
町
が
よ
り
一
層
飛
躍
で
き
る
よ
う
、
創
意
工
夫
に

よ
る
自
主
・
自
立
の
町
づ
く
り
に
気
概
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
「
小
粒
で
も
き
ら
り
と
か
が
や
く
い
い

島
」
を
め
ざ
し
、
全
て
の
町
民
の
皆
様
が
将
来
に
明

る
い
希
望
を
持
て
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
と
の
力

強
い
決
意
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
議
員
も

常
に
町
民
の
側
に
立
ち
町
民
と
と
も
に
幸
福
社
会
を

築
い
て
参
り
た
い
。

編

集

後

記

議
会
を
傍
聴
し
て

議会を傍聴する喜界小６年生


